
■
ユ
■
午
Ｌ
一信
Ｅ
”
央
ｔ

●

「ｔ
区
懇
談
合
」
は
．
６

月
４
口

（月
）
■
，
６
Ｌ
よ

う
に
■
所
砒
貝
と
ｔ
，
■
大

‘
“
人
の
出
Ｆ
の
も
と
問
ｔ

さ
れ
ま
し
た
．

上
野
清
日
■
人
ま
ち
，
く

つ
■
ン
タ
ー
所
■
の
司
合
の

〓
●
つ
の

『ち
か
■
一
は
．
〓

が
主
■
の
，
業
上
■
域
が
ｉ

‘
の
行
事
と
し
て
〓
つ
の
五

が
ク
ロ
ス
，
ろ
内
容
を
分
か

り
や
す
′、

簡
津
に
説
明
さ

れ
ま
し
た
．

本
■
度
の
ｉ
な
取
り
組
み

と
Ｌ
ｒ、

き
よ
た
の
■
力
を

平
成
３０
年
度
　
清
田
中
央
地
区

数
が
ワ
％
に
達
し
全
せ
帯
の

半
数
を
超
え
ま
し
た
。

役
員
の
担
い
手
不
足
が
大

き
な
課
題
と
言
え
ま
す
が
若

い
世
代
の
声
を
聴
き
．
ホ
々

な
，
事
に
反
映
し
交
流
を
深

め
世
代
交
＾
を
実
施
す
る
こ

と
が
第

一
の
課
題
と
思
い
未

も
と
鈴
木
町

連
会
長
姜
拶

小
角
清
回
区

長
の
■
拶
、

区
職
員
の
紹

介
の
後
、
区

総
務
企
画
課

長
よ
り
清
日

来
の
役
員
を

地
域
挙
げ
て

育
む
取
り
紅

み
が
必
要
と

考
え
て
お
り

ま
す
と
発
表

が
あ
り
ま
し

た
．

「地
区
懇
談
会
」
開
催

～
清
田
中
央
総
合
会
館

区
■
夕
事
業
の
き
よ
た
の
ち

か
ら

「ま
ち
を
元
気
に
す
る

ち
か
ら
」

「安
全

・
安
心
を

生
み
出
す
ち
か
ら
」

「夫
に

支
え
合
う
ち
か
ら
」
お
よ
び

い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
次

世
＾
育
成
．
防
犯
防
災
、
認

知
症
支
援
．
子
育
て

・
健
康

づ
く
り
支
援
事
業
の
紹
介
等

が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
情
報
共
有
と
し
て
、

「地
域
の
現
ユ
と
課
題
」
を

滑
日
第
二
町
内
会
か
ら
発
表

が
あ
り
ま
し
た
．

清
田
町
内
会
か
ら
分
町
経

緯
が
説
明
さ
れ
現
在
設
立
３５

年
目
に
な
り
ま
す
。

町
内
会
の
組
織
で
は
、
■

員
を
継
続
し
て
３３
年
間
、
お

年
間
．
３
年
間
．
１８
年
円
と

長
期
年
夕
の
役
員
が
多
く
．

役
員
の
世
代
交
代
が
必
修
課

題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

年
同
行
事
予
定
表
が
発
表

さ
れ
主
な
行
事
内
容
が
写
真

付
き
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

清
田
第
二
町
内
会
の
課
題

と
し
て
．
η
歳
以
上
の
世
帯

以
上
で
前
＋
の
地
区
窓
訃

合
は
終
了
―
ス

後
■
の
情
千

交
換
会
で
は
区
証
員
と
地
域

〓
民
か
洛
け
込
み
有
意
義
な

時
画
を
過
こ
「
こ
と
が
で
き

■ヽ
ｌ
ｒ
た
。 清田中央地区

町内会連合会

■発行責任者

鈴 木   亨
■編集責任者

古 賀 陽 ―

(1)

編

集

委

員

月

一■

７

■

，
　
日
■
　
　
■

清
口
Ｌ
“
■
●
同
●
〓
　
―
―
ヽ
一
　
【Ｌ

一

ヽ
日
本

二
刊
内
＾
一
　
池
川
　
ｒ
■

清
田
市
〓
町
内
＾
一
　
■
ム
一　
〓
■^

清
□
第
□
町
内
＾
一
　
●
■
　
博
ま

青
円
■
Ｔ
町
「
＾
一　
槽
日
　
一Ｔ
二

清
Ш
，
，
ミ
リ
ー
タ
，
レ
町
「
〓
一

■
Ｆ
　
茎
三

僣

ロ

ロ

，
¨
（
一　
〓
富
み
●
〓

市

Ш

市

浩

贅

４
一

川
一̈
ア
■
子

市
ｍ
ド
■
■
川
内
，
　
に
ネ
　
ヽ
¨
崎

持

□
議

可

内

会

言
日
詢
町
可
内
会

湾
田
中
央
町
内
会

嵩
田
東
町
可
内
会

清
円
高
台
ヽ
内
会

〓̈
¨
口
一
元
計
一“
力
一
＾

務
用
両
可
町
内
会
　
大
和
田
克
己

籠

■
一
■
，
者
一
一

人
藤
需
実
手

し
た
え
い
●
自
治
会
　
七
時
　
芳
郎

ヒ
ル
ズ
デ
ー
デ
ン
清
日
嘔
内
会

猪
設
　
智
秋

り
ま
す

一安
全

・
〓
心
と
し

て
「
る
く
■
‘
よ
い
．
心
の

か
よ
い
合
う
肛
づ
く
，
」
目

指
―
て́
ま
い
０
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
．

こ
の
町
一〓
の
＾
本
■
念
に

去
づ
ヽ
地ヽ
●
ｔ
民
が
交
流
を

■
め
る
Ｉ
罰

一
つ
ｆ
し
て
．

「文
化
晨
一小
合
」
二
つ
０
は
．

″
人
気
に
意
ま
れ
ヽ
ｉ
で
き

詢
連
会
長
の
こ
挨
拶

・
皆
様
方
の
．
ご
支
援
の
お
だ

責
，
一　
で
す
．

一
　

心
か
ら
．
お
礼
を
中
し
上

れ

一
げ
ま
す
．

一
　

さ
て
．
町
辿
事
業
で
昨
年

市
田
「
史
地
メ
町
内
会
道
今
、
　ヽ
＾
ホ
長

　

坐
卯
　

＋
小

平
成
即
年
度
清
口
中
夫
町

内
会
連
合
会
の
定
期
総
会
は
．

４
月
２
日
に
開
催
さ
れ
∞
年

清

田
区
長

の
こ
挨
拶

本
午
４
月
に
信
口
区
長
に

■
●

し
ま
し
た
小
角
武
嗣

（こ
す
み
た
け
し
）
で
，
．

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
．
着
，
早
々
の
４
月
上
句
．

盲

区
長

小

角

武

嗣

町
連

顧
間
の
こ
挨
拶

花 小 小 高 小 池
雪 山 干 精 原 田
内
宦 貞 仁 信 荒 よ

"治
志瞳七郎

度

の
■
動
方
針
が
決
定
さ

ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ

一
か
ら
新
た
に
認
知
症
の
取
り

り
町
Ｅ
の
諸
活
動
に
対
し
．　
一
担
み
を
は
じ
め
ま
し
た
．
認

皆
様
方
の
ご
協
力
と
．
ご
尽

一
如
症
は
老
年
人
口
の
約
１０
人

力
の
お
蔭
と
．
感
謝
を
申
し

一
に
１
人
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
　

認
知
症
の
方
々
に
少
し
て

当
町
逗
の
基
本
理
念
で
あ

一
も
支
援
が
で
き
る
取
り
担
を

清
口
中
央
地
区
の
伝
統
，
事

で
あ
る

「交
通
安
全
パ
レ
ー

ド
」
や
清
田
区
に
お
け
る

「交
通
事
故
防
止
総
決
起
集

会
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
住
民
活
動
が
活
発
な
こ

と
で
知
ら
れ
る
清
口
区
の
住

民
パ
ワ
ー
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
．
町
速
総
会
後
の
懇

洲
詢
鴨
跡
〓^静
世
　
恩
　
村
　
一　
郎

ま
し
た
夏
ま

つ
り
．
こ
れ
も
．

規
会
や
地
区
懇
期
会
の
場
に

お
い
て
も
．
地
域
の
皆
様
か

ら
、
直
接
、
生
の
声
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

区
長
と
し
て
の
私
の
抱
負

は

「住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

市
民
目
線
で
，
事
が
で
き
る

区
役
所
を
目
指
す
」
と
い
う

も
の
で
あ
り
ま
す
．

地
域
の
皆
様
の
切
実
な
声

を
耳
に
し
て
、
豊
平
区
か
ら

分
区
し
て
２０
年
を
迎
え
た
清

口
区
が
．
そ
の
持
ち
味
を
生

新
年
度
に
入
り
各
町
内
会

で
は
．
す
で
に
新
た
な
事
業

等
に
取
り
担
ま
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
区
も
前
任
の
高
精
区

良
か
ら
、
新
“
の
小
角
区
長

を
ト
ッ
プ
と
す
る
新
体
制

へ

と
な
り
．
引
き
続
き
区
攻
の

抱
え
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、

住
民
と
共
に
取
り
組
ん
で
な

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

日
ハ
ム
の
ボ
ー
ル
バ
ー
ク

問
題
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
．

パ
ラ
リ
ン
ピ

ツ
ク
の
■
致
間

璽
等
、
清
口
区
に
住
む
私
た

ち
に
と
っ
て
．
少
な
か
ら
ず

影
響
を
及
に
す
で
あ
ろ
う
全

市
的
な
問
題
の
他
．
少
子
高

市
化
が
進
む
中
で
．
公
共
交

通
桐
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
他

区
に
比
べ
進
ま
す
に
い
る
■

よ
を
ど
う
解
消
す
る
の
か
．

更
に
は
行
政
も
町
内
会
も
．

そ
の
費
用
負
担
の
高
騰
が
．

財
政
負
■
に
及
ぼ
す
影
響
が

大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
除
排

雪
問
題
に
ヽ
し
．
早
急
に
抜

本
的
対
策
を
読
じ
な
け
れ
ば

町
迪
の
福
祉
厚
生
部
を
中
心

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
紅
読
し
て
取
り
担

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
．
清
口
区
内
で
３

月
７
月
発
生
し
た
、
大
規
模

な
断
水
、
８
１
０
０
戸
、
約

２
万
人
に
影
響
が
出
ま
し
た
。

３
月
８
日
の
夕
方
に
は
復

旧
し
ま
し
た
が
町
連
と
し
て
、

今
回
の
断
水
災
害
に
た
い
し

て
．
情
報
等
に
対
し
て
不
備

が
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

町
連
の
自
主
防
災
紅
機
の

情
報
連
絡
系
続
に
つ
い
て
再

度
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

会
員
普
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は

一
層
の
ご
指
導
、
ご
飩

捷
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
頭
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
今
年

一
年

一娯
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

か
し
な
か
ら
，
な
る
発
展
を

送
げ
る
た
め
に
は
．
´
一の
よ

う
な
幸
ち
づ
く
り
を
進
●
て

い
０
た
ら
よ
」
の
か
．
‘
な

り
に
．
日
々
考
，
な
か
ら
●

ご
し
て
い
る
Ｌ
こ
ろ
で
す
．

区
′
所

Ｌ
寄
せ
ら
れ
る

ボ
々
な
ご
意
見
に
耳
を
●
け

な
が
ら
．
明
る
く
，
み
よ
い

，ｉ
田
区
の
■
■
に
向
け
て
，

カ
ー
て́
ま
い
，
ま
す
の
一ヽ

今
後
と
ヽ
皆
■
の
ご
ｔ
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
．

&y'r+*&tl, rf O 首業時間/月     火 AMll:00～ 151001
水～い・祭口 AMll:00～ 15:00.

Pヽ417100～ 20100 .
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な
り
ま
せ
ん
。

経
々
な
難
題
が
山
積
す
る

，
状
で
す
が
．
各
町
内
会
そ

し
て
地
域
の
管
さ
ん
の
協
力

の
下
．
よ
り
良
い
打
開
策
を

見
い
出
せ
る
よ
う
．
顧
間
の

立
場
か
ら
も
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

日
頃
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
感
謝
し
つ
つ
．
土
に^
住
み

良
い
街
作
り
を
目
詣
し
て
参

―
・・キ
Ｆ
し
よ
・つ
。

札幌市料理仕出し業組合指定店
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清□中央地区 町遠だより 第 60号平成 31牛 7■ 15日
(2)

平
成
∞
年
度
情
日
中
央
地

区
町
内
会
連
合
会
定
期
総
会

は
、
４
月
２２
日

（土
）
，
メ

ー
時
よ
り
代
議
員
８１
人
の
出

席
の
ヽ
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
町
連
会
長
挨
拶
の
後
、

議
長
に
清
口
西
町
町
内
会
清

水
邦
彦
氏
を
選
出
し
．
議
長

よ
り
書
記
に
滑
日
第
四
町
内

会
市
村
勝
太
郎
，
．
消
口
東

町
町
内
会
黒
口
隆
樹
様
を
指

名
し
．
議
ｉ
録
署
名
人
に
清

口
第
二
町
内
会
南
出
■
子
様
．

清
口
南
中
央
町
内
会
石
垣
久

夫
様
を
着
名
し
て
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

報
告
事
項

報
告
第
１
号
平
成
“
年
度

事
業
報
告
、
報
告
第
２
号
平

成
”
年
度
各
会
計
収
支
決
算

報
告
．
報
告
第
３
号
平
成
カ

年
度
監
査
報
告
は
．
審
議
の

結
果
原
案
と
お
り
賛
成
多
数

は
．
特
別
会
計
よ
り
■
出
す

一
第
“
回
交
通
安
全
バ
レ
ー
ド

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
が
４

月
５
日

（水
）
．
午
前
１０
時

∞
分
に
、
清
日
南
小
学
校
と

清
田
緑
小
学
校
の
児
童

・
タ

護
者
と
地
域
住
民
が
両
校
の

通
学
距
で
開
催
さ
れ
た
。

パ
レ
ー
ド
は
、
小
学
校
の

入
学
式
前
に
毎
年
行
わ
れ
る

情
日
中
央
地
区
の
交
通
安
全

事
業
で
、
児
童
の
交
通
事
故

を
防
ぎ
、
地
●
住
民
に
交
通

安
全
の
音
融
を
高
め
て
も
ら

う

の
と
両
た
の
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
実
行
委
員
会
が
中
心

に
な
り
、
町
内
会

・
自
治
会

や
小
学
校
、
地
域
住
民
と
共

に
実
施
し
ま
し
た
。

両
校
で
出
発
式
を
行
っ
た

後
．
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

る
構
断
幕
や
プ
ラ
カ
ー
ド
．

高
学
年

の
児
童
普
は
．
リ

コ
ー
ダ
ー
．
鍵
霊
ハ
ー
モ
ニ

カ
、
打
楽
器
で
漬
奏
し
な
が

ら
行
進
し
豊
平
警
察
暑
の
パ

ト
カ
ー
が
先
導
し
ま
し
た
。

わ
∞
分
同
行
進
し
．
両
校

の
中
同
点
に
あ
る
、
清
武
掟

（清
口
７
条
２
丁
目
〉
前
に

到
着
し
、
金
流
し
ま
し
た
。

清
武
靖
前
で
．
交
流
集
会

が
開
催
さ
れ
．
清
回
中
央
地

区
肛
内
会
返
合
会
禁
木
亨
会

長
、
４
月
１
日
に
着
任
し
た

小
「
武
」Ｐ
区
ヽ
か

Ｔ
父
通
安

全
〓
を
呼
す
よ
け
ま
し
た
。

ま
た
．
児
青
代
ェェ

（市
小

小
岸
さ
ん
）

（ｉ
小

工
護

さ
ん
）
両
名
か

一交
通
安
全

の
，
言
●
一
を
述
べ
．
一父
流
●

は
両
な
の
Ｌ
〓
造
は
．
■
び

Ｌ
「
を
，
ネ
．
バ
レ
ー
ド
を

し
な
か
ら
両
■
に
も
ど
０
ま

し
た
．

■
け
ま
，
。
今
●
と
ヽ
子
ど

も
た
す
の
安
心
安
全
な
地
■

で
あ
り
ま
す
よ
う
．
こ
協
力

．

よ
ろ
し
く
お
ｒ
い
い
た
し
ま
す
．

平
成
Ｂ
年
７
月
１
ロ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た

清
日
中
央
み
ど
り
Ｐ
Ｃ
場
は

今
年
も
予
定
通
り
４
月
の
日

晴
天
の
中
多
数
の
■
好
者
を

迎
え
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

み
ど
リ
パ
ー
ク
場
は
新
設

後
早
く
も
、
今
年
で
１３
年
日

を
迎
え
、
会
員
の
高
齢
化
と

同
時
に
施
設
等
の
老
朽
化
も

進
ん
で
き
て
お
り
ま
す
．

維
■
●
■
も
管
理
費
用
も
．

会
員
の
会
費
や
．　
一
般
入
場

者
に
よ
る
協
力
金

で
賄
っ
て
い
る
同

，
会
は
芝
の
管
理

¨̈一　い嚇聟壷一動幹

む^
”
　
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ヽ^
の
　
で
，
つ
て
い
ま
す

鐵一碑　”̈
路舜̈
一峠
．一一　一一一̈一一̈

基
金
」
を
創
設
し
．

多
数
の
皆
様
よ
り

の
ご
協
賛
を
お
願

い
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

一
日
一
万
円
の
お
願
い
で
体

想
林
に
設
置
し
た
着
板
に
協

賛
者
を

一
シ
ー
ズ
ン
掲
載
し

て
、
同
好
会
主
催
の
大
会
ブ

ロ
グ
ラ
ム
に
広
告
掲
載

（証

約
５
ｍ
横
約
８

御
）
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
．

受
付
は
事
務
局
長
高
杉
昌
利

電
話

（
８
８
２
１

３
５
８

２

・
不
在
の
叶
宮
十
電
）
ま

で
と
な

っ
て
居
り
ま
す
。
是

非
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
．

平成30年度 清日中央地区
５
月
“
日
に
情
日
中
央
地

区
肛
内
会
連
合
会
の
主
催
で
、

昨
年
同
様
に
集
合
場
所
を
二

つ
の
公
回

（わ
ん
ぼ
く
公
同

と
清
回
の
丘
公
国
）
に
分
か

れ
て
．
実
施
す
る
も
両
開
場

合
わ
せ
て

２
７
０
人
　
環
境
衛
生
部

■
の
方
々

の
参
加
を

え
■

蛉

今
後
こ

の
Ｆ
歌
を

元
に
．
環

境
衛
上
部

の
■
，
を

木
会
長
の
長
拶
の
後
．
々
一会

場
毎
に
予
定
し
て
い
た
．
各

班
に
別
れ
て
ゴ
ミ
拾
い
を
実

施
、
何
と
か
こ
の
行
事

（５

３
０

ご^
み
ゼ
ロ
）
運
動
）

を
、
成
功
さ
せ
る
事
が
で
き

「定期総会」開催
～清田中央総合会館～

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

ま

し

た

．

各
単
町
の
部
長
さ
ん
及
び

子
●
＾
一
　
七
人
会
　
児
ｔ
会

の
協
力
に
よ
り
●
と
が
成

事
に
，
ろ
，
が
で
き
ま
し

行

，
て
い
け
る
よ
う
に
，
カ

を
し
て
，
く
つ
も
り
で
す
の

で
．
今
後
の
環
●
部
の
行
，

，
●
単
町
の
会
貝
の
十
卜
の

参
加
価
力
を
お
願
ｔ
い
た
し

ま
す
．

の
拍
手
で
承

認
さ
れ
ま
し

た
。審
議
事
項

議
案
第
１

号
平
成
∞
年

度
事
業
計
画

（案
）
、
議

案
第
２
号
平

成
∞
年
度
各

会
計
収
支
予

算

（末
）
．

に
つ
い
て
は
、

審
議
の
結
果

凛
案
と
お
り

賛
成
多
数
の

■
手
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
印

刷
機
の
更
新

・

た 功 館

る
の
で
な
く
勘
定
科
日
委
託

料
よ
り
文
出
す
べ
き
で
あ
る

と
ご
指
摘
を
受
け
．
黙
務
部

長
よ
り
ご
指
摘
と
お
り
処
■

す
る
む
ね
返
答
が
あ
つ
た
。

〓
事
に
Ｔ
，
ｍ
年
度
定
期
“
¨

会
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

一〓
水
邦
′
議
長
が
遅
任
し
二

交
通
少
年
団

衛

頭

啓

発

平
成
３
年
に
発
足
さ
れ
た

清
口
中
央
交
通
少
年
回
は
．

今
年
も
新
団
員
を
迎
え
交
通

安
全
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま

し
た
。
南
小
４
団
体
３１
人
、
撮
小

５
団
体
“
人
、
計
９
団
体
＆

人
の
子
ど
も
た
ち
が
４
月
９

日
～
１３
日
ま
で
分
世
し
、
両

校
の
枝
断
よ
道
の
側
で
，
い

ま
し
た
。
風
が
，
た
く
実
い

朝
が
続
き
ま
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
は
元
気
に
参
加
し
．

新
１
年
生
の
お
手
本
と
し
て

正
し
い
横
断
歩
道
の
渡
り
方

等
脂
導
し
ま
し
た
。

自
ら
も
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
交
通
安
全
に
雰
め
健
や

か
な
成
長
を
肛
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
は
朝
夕
の

見
守
り
等
．
常
日
頃
ご
尽
力

い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し

町
連
体
育
部

第
２１
回
春
季
バ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

平

成

工
年

６

月

■

日

（日
一
午
前
８
時
ｍ
ｉ
よ
り
．

清
田
中
央
み
ど
，
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
，
一、

町
せ
体
肯
“
■
一

借

一，
ａ
回
春
季
パ
ー
ク
‘
一

ル
フ
大
‘
一
が
ド
ホ
ー
ル
．

１
●
２
人
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
―
た́
。

閂
会
式
で
は
．
町
■

‥――
下

副
会
長
の
閂
公
宣
一●

命
木

大
会
長
の
エ
リ
．
来
賓
紹
介

町
迪
Ｅ
門
〓
，

一
郎
ホ
ま
ら

■
ン
ト
野
所
■
ヽ
．
ｔ
〓
で

鳳
●
雨
間
の
■
●
〓Ｔ
が
あ
り
二

最
後
に
石
垣
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
　
一

副
会
長
よ
リ
ル
ー
ル
説
明
の
　
一

三
眈
●
――
は
い
０
ま
し
た
．
　

一

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
責
は
２
　
一

人
で
し
た
。
同
点
者
が
い
た
　
一

場
合
は
．
牛
師
が
上
の
者
が
　
一

員
■
で
，

（体
市
部
ル
ー
ル
　
一

に
よ
り
一
．

９
局
に
は
．
■
手
大
会
を

，
い
ま
す
．
ご
知
件
下
さ
い
．

優 勝

準優勝

3 位

男  子
佐藤  東 〈東町)52
矢■ 尚寿 (南町)53
栗原 清春 (中央)53

競
技
濠
了
後
の
成
績
は
左

記
の
通
り
で
す
。

女  子
表 知恵子 (南 中 央)55
川村 富子 (しんえい西)56
久保日百子 (南 中 央)57

優 勝
準イ』113,
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清
口
南
小
学
校

第
４３
回
入
学
式

４
月
６
日
、
お
人
の
新
１

年
生
を
迎
え
．
５
１
２
人
で

平
成
∞
年
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。今
回
．
入
学
式
を
迎
え
る

に
当
た

つ
て
前
年
度
か
ら
準

術
し
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
１
日
入
学
で

１
年
生
が
新
１
年
生
と
体
験

活
動
を
し
．
入
学
式
で
歓
迎

の
発
表
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
加
え
て
．
５
年
生

と
「
整
曰

・
＝
市
同
の
，
■

さ
ん
と
交
流
を
も
ち
ま
―
．た
．

小
学
●
に
入
学
，
る
前
か

ら

「
５
，
■
は
一打
１
年
生
を

知
り
．
■
１
年
■
は
学
校
上

活
を
体
験
す
る
」
こ
と
に
，

，
■
み
ま
し
た
．

５
，
生
は
次
年
Ｌ
に
晟
高

学
■
に
な
る
目
覚
■
も
ち
．

紆
―
年
■
は
希
望
を
も

っ
て

■
■
の
準
備
を
す
る
こ
と
を

わ
―
い
と
し
ま
し
た
。

大
学
式
当
日
．
緊
張
し
て

登
●
し
て
く
る
１
年
■
を
温

か
く
迎
´
る
―
■
上
の
姿
が

見
ら
れ
ま
―
．た
．

交
流
―
´
た
１
，
■
は

，
ょ
っ
び
り
安
心
で
き
た

よ

りヽ
で
す
。

入
学
式
の
主
人
公
は
１

年
生
で
す
．
し
か
―
ヽ

‘

加
し
た
他
の
半
●
に
と

つ

て
も
大
切
な
，
事
で
す
。

１
■
の
出
発
に
当
た
０
．

最
高
学
年
の
自
貨
を
も

っ

て
迎
え
た
０
年
生
．

１
年
先
輩
と
し
て
立
派

な
欲
延
の
■
〓
を
し
た
２

年
生
．
み
ん
な
口
■
，
ま
し
た
．

平
成
ｍ
年
４
月
１
日
に
歴

史
と
伝
統
の
あ
る
札
幌
市
立

地
摯
の
皆
任
方
に
は
．
口

頃
よ
り
子
ど
も
た
ち
の

「
，

心

‥
７
●
〓
の
た
め
に
見
■

―
活
動
な
と
で
ご
尽
力
い
た

だ
き
心
か
ら
感
謝
中
し
上
げ

ま
す
．
ま
た
．
昨
年
度
は
吹
■
楽

部
と
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ー
ボ

‐ヽ

一
ル
部
が
全
国
大
会
に
出
場
し

一
た
折
に
、
清
日
中
央
地
区
町

一
内
会
連
合
会
の
皆
様
に
協
賛

一
金
を
い
た
だ
く
な
ど
多
大
な

一
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
改
め
て
お
礼
中
し

―
げ
ま
す
．

本
校
で
は
．
■
●
が
た
く

考
え
．
わ
ば
，
■
く
ヽ
践
し

白
立
す
る
ざ
と
を
日
拝
に
．

教
滅
貝

一
同
．
全
力
で
，
，

Ｗ
む
所
存
で
こ
ざ
い
ま
す
．

地
域
の
普
ｔ
方
の
今
ま
で

と
変
わ
ら
ぬ
本
長
の
教
育
指

動
へ
の
ご
理
■
．
一
一支
■
．

ご
協
力
を
心
よ
り
お
，
い
中

し
卜
げ
．
着
任
の
挨
り
と
い

た
―
ま́
す
．

清
口
中
学
校

に
着
任
い
た

し
ま
し
た
技

長
の
言
日
明

″

（と
み
た

あ
き
よ
し
）

と
中
し
ま
す
。

前
職
は
市
区

に
あ
る
札
幌

そ
こ
で
得

た
茫
験
を
本

な
で
も
三
か

し
な
か
ら
．

教
育
活
動
の

充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い

と
考
え
て
お

り
ま
す
．

市
立
南
か
■
中
学
●
で
秋
“

と
Ｌ
て
１
●
問
．
校
長
と
し

清
口
緑
小
学
校

第
３５
回
入
学
式

今
年
度
は
１
２
１
人
の
新

１
年
生
を
迎
え
無
事
に
入
学

式
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
．
当
日
は
．
小
雪
の
舞
う
あ

い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

全
員
元
気
よ
く
全
校
し
ま
し

た
。６
年
生
の
お
兄
さ
ん
お
姉

さ
ん
が
湿
か
く
迎
え
教
室
に

未
内
し
て
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の

置
き
方
や
コ
ー
ト
の
掛
け
方

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

景
●
は
少
し
緊
張
し
た
長

●
で
し
た
が
．
式
で
は
，
派

に
■
を
即
く
こ
Ｌ
が
で
■
まヽ

，）
一に
，
式
の
最
後
に
上
場
し
た
６

年

生

の

「
ミ

ド

レ

ン

ジ
ャ
ー
」
が
学
■
の
楽
し
い

こ
と
を
紹
介
―
´
て
く
れ
ま
し

た
。前
１
年
生
は
自
を
，
か
せ

見
入

っ
て
い
ま
―
．た
．
そ
し

て
．
清
Π
〓
小
学
校
の
●
歌

を
閂
か
せ
て
―
ら
い
．
　
一
早

く
学
校

に
は
れ
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
６
年
三
の
メ
ッ

セ
ー
ン
を
し
つ
か
り
感
じ
て

く
れ
た
よ
う
で
す
．

広
―
●
こ
な
の
一、

た

く
さ
ん
の
地
■
の
方
々
が

，
校
時
や
ド
●
時
．
子
ど

も
と
の
工
■
を
温
か
く
見

守

つ
て
く
だ
さ
つ
て
い
る

こ
と
が
本
当
に
心
強
い
で

す
．学
●
で
も
．
■
通
ル
ー

ル
を
守
，
交
“
Ｔ
枚
に
直

わ
な
い
よ
う
に
指
導
を
，

け
て
い
き
ま
す
．

こ
れ
か
ら
も
新
１
●
■

を
含
め
８
２
０
人
の
子
ど

も
た
ち
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
Ｆ
い
い
た
し
ま
す
．

市立清田中学校

冨日明好校長

着任挨拶ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
．

ヽ
，
い
―

清
口
中
学
校

第
７１
回
入
学
式

す
っ
か
り
雪
も
解
け
．
豊

か
な
春
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ

る
平
成
”
年
４
月
９
日
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
様
は
じ
め
．
小
学

た
の
校
長
先
生
方
、
学
校
評

議
員

・
町
内
会

・
関
係
団
体

の
方
々
．
ほ
か
多
数
の
御
未

寅
の
皆
様
の
御
臨
席
を
賜
り

札
幌
市
立
清
日
中
学
校
第
７１

回
入
学
式
を
挙
行
で
き
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
は
．
清
日
緑
小

・

清
田
南
小

・
清
口
小

・
北
野

合
小

・
和
光
小

・
名
寄
南

小

・
北
見
北
光
小

出
石
手
県

全
ヶ
崎
小
の
人
校
か
ら
２
８

８
人
の
〓
従
が
入
学
し
、
這

常
の
学
級
９
ク
ラ
ス
・
特
別

支
援
学
級
２
ク
ラ
ス
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

入
学
式
で
の
新
入
生
の
表

情
に
は
、
一莉
し
い
生
活
に
対

す
る
緊
張
と
希
望
や
期
待
に

満
ち
る
明
る
さ
が
あ
り
ま
し

た
。今
．
入
学
し
て
か
ら
三
カ

月
が
過
ぎ
、
授
業
や
部
活
動

な
ど
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

各
学
級
で
”
問
づ
く
り
も

進
み
．
学
年
全
■
が
和
や
か

な
雰
囲
点
に
な

っ
て
い
ま
す

５
月
に
実
●
し
た
滝
野
公

Ｈ
で
の
野
外
‘
版
で
も
．
称

力
性
を
■
，
し
一
、

今
グ

ル
ー
プ
か
ご
ち
そ
う
の
，
々

を
■
―
上
げ
ま
し
た
．

心
も
体
も
大
き
く
成
長
す

ろ
■
■
生
で
す
．

こ
れ
か
ら
の
成
長
を
地
■

の
■
景
に
も
見
守

，
て
い
た

だ
け
る
と
■
い
で
す
．

新
１
年
生

ナ
プ
キ
ン
プ
レ
ゼ
ン
ト

負

い
っ
は

い
の
言
葉
か
か

え
っ
て
く
る
●
く

交
適
亭
エ

に
あ
わ
，
ｉ
気
に
登
下
，
で

き
る
よ
う
口
っ
た
次
算
で
す
．

は
．
一押
田
緑
小
学
ヤ
ー
２
１

人

（４
ク
ラ
ス
）
と
清
田
市

小
学
，
お
人

（３
ク
ラ
ス
）

が
人
学
し
ま
し
た
．

４
月
Ｂ
口
情
田
緑
小
学
た
．

４
月
“
口
一Ｆ
口
市
小
学
校
を

訪
問
し
．
■
■
事
故
に
あ
ら

ず
謳
学
さ
れ
る
よ
う
お
計
，〓

ナ
ブ
キ
ン
の
階
呈̈
を
し
ま
し

贈
呈
品
は
ヽ
通
〓
全
■
の

会
が
■

っ
た
０
食
ナ
ブ
キ
ン

Ｌ
■
●

●
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

今^
年
に
戊
年
．
し
こ
に
あ

わ
た
）
と
ボ
ケ
ッ
ト
テ
′
‘
′

ン
一
，
交
通
′
全
，
語
と

一

イ
に
セ
ッ
ト
し
ま
し
た
．

イ
ー
，
生
か
ら

「あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
―
．
た
ヽ
と
ｉ

平
成
■
年
度
の
新
１
年
生

一

平
成
∞
年
６
月
２

日

土^
）
．
午
前
８

時
ヽ
分
か
ら
、
市
立

清
国
市
小
学
校

（第

■
回
）

『パ
ワ
ー
全

同
―
燃
え

ろ
一ｉ
肯

魂
〓
、
そ
れ
に
、
“

分
か
ら
、
市
立
清
Π

緑
小
学
校

第^
３５

回
）

『全
身
全
三
を

か
け
て
渉
利
を
つ
か

め
』
．
両
た
の
大
這

勁
会
の
同
会
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
両

校
と
も
．
開
式
の
言

葉
．
校
長
先
生
．
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
、
児
童
会

長
の
お
話
．
優
勝
渡

返
還
．
選
手
富
′貫

応
崚
合
戦
．
ラ
ジ
オ

本
“
．
等
が
，
わ
れ
．
”
薇

に
移
り
ま
し
た
●

■
Ｌ
頃
．
■
に
加
え
て
小

市
が
ふ
り
ま
Ｌ
■
か
．
犯
市

遣
は
元
気
に
■
■
を
，
い
ま

し
た
．
正
午
に
は
．
天
気
‘
同
，

し
．
低
学
年
の
開
会
式
が
，

わ
れ
．
〓
一負
‘
．
十
¨
十
＋
は

引
き
続
き
競
■
を
，

〓ヽ

，

， 一
け

っ
か
は
．
肖
小
は
．
赤

一
４
７
３
１

白

一
４
２

３
）
．
緑
小
は
．
赤

一５
７

３
一
．
白

（５
７
０
）
点
と

な
０
．
今
年
●
は
両
●
と
ヽ

ホ
●
が
優
；
し
ま
し
た
．

両
●
ｔ
ｔ
，
■
■
の
は
つ
ら

つ
と
し
た
●
■
，
●
が
中
燎

的
て
し
―
■

南小、緑小両校の大運動会 終わる |

ヽ

(3)

一　
で
３
年
間
勤
な
し
て
お
り
ま

一

し

た

．

.ヽ ,‐

|

`

|

,

I



(4)
工成 3]生 7月 15日

清
口
回
地
元
町
町
内
会

歩
道
美
化
花
植
え

５
月
“
日
．
二
月
晴
れ

の
な
か
．
歩
道
美
化
遭
動
の

花
植
え
を
．
ゆ
う
あ
い
ク
ラ

プ
の
普
さ
ん
の
ご
協
力
の
も

と
ヽ
人
が
参
加
し
、
“
ヵ
所

の
行
路
桝
に
三
■
に
分
か
れ

て
そ
れ
ぞ
れ
が
草
の
根
と
戦

い
な
が
ら
も

一
沐
ず
つ
Ｔ
，

に
植
え
ま
し
た
。

早
く
終
わ
っ
た
班
は
お
く

れ
て
い
る
班
を
手
伝
い
．
２

時
間
ほ
ど
で
終
了
し
．
そ
の

後
は
町
内
会
館
で
寿
し
弁
当

と
炊
事
班
手
作
り
の
美
味
し

い
沐
噌
汁
や
落
の
煮
物
と
漬

物
を
食
べ
な
が
ら
、
語
り
合

い
入
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

お
喰
様
で
花
植
え
の
疲
れ

も
少
し
取
れ
ま
し
た
。

一
●
　

．藤
¨
．

多

%

清
田
中
央
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
協
議
会

%

%

４
月
工
口
計
合
会
“
Ｌ
ヽ
＾

て
平
成
ｍ
年
度
定
川
●
会
辛

ｆ
後
．
我
が
Ｘ
●
４
ム
の
創
土

る
周
年
記
念
式
●
が
相
●
者

５
人
会
員
■
人
の
総
勢
郷
人

に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
記
念
品
と
し
て
，

白
徘
が
全
員
に
配
布
さ
れ
、

会
長
よ
り
平
成
５
年
清
寿
会

か
ら
分
挙
独
立
し
誕
生
し
た

経
緯
等
の
挨
拶
の
後
．
菊
地

老
ク
協
会
長
．
鈴
木
町
追
会
　

■̈

長
の
伸
机
辞
を
頂
き
．
］・一̈日

●

ビ
バ
ー
ヒ
ル
ズ

ー
年
生
を
迎
え
る
会

５
月
■
月

（＋
）
子
ど
も

会
で
の
最
初
の
行
，

「
―
，

■
を
迎
え
る
合
，
が
，
わ
れ

ま
し
た
。

中
学
２
，
■
の
ジ

ェ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な
り
．

ビ
ン
ゴ
大
会
や
ヶ
ｌ
ム
，
ｉ

し
く
，
い
ま
し
た
。

新
１
年
生
は
２
人
で
し
た

が
．
お
え
さ
ん

・
お
姉
さ
ん

に
見
守
ら
れ
．
〓
一
々
と
そ
し

て
か
わ
い
ら
し
く
白
Ｌ
■
介

を

し

て

い
ま

し
た
．

今
後
ヽ
■
夕
や
お
た
の
し

み
会
な
´
二

子
ど
も
た
ち
が

楽
し
め
る
●
事
を
計
画
ｔ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
．

つ
く
し
ん
ば

１
年

生
を

迎

え

る
会

町
内
会
長
の
祝
“
〓
頭
の
後
―
‐

清
口
悠
悠
ク
ラ
ブ

冬
季
の
体
力
増
進

サ
ー
ク
ル
を
，
ち
上
げ

ま
し
た
．

サ
ー
ク
ル
の
■
勁
期

山
は
，
月
１
３
月
で
清

田
■
■
公
園
を
¨
心
に

●
■
て
い
ま
す
．

さ
ら
に
．
●
隣
の
■

岡
公
Ｈ
．
厚
別
川
ほ
地

仁
別
等
に
も
活
動
範
囲

を
広
げ
て
お
り
ま
す
．

ｌｌＴ
心
の
．
す
ん
Ｌ
き

は
冬
に
近
く
の
牡
水
ホ

で
，
■
に
な
る
ヽ
れ
た

笙
を
採
取
し
て
テ
■
り
の
．

か
ん
じ
き
を
会
員
に
配
布
し

ま
し
た
。

他
に
は
カ
ラ
オ
々
を
は
し

め
，

つ
の
サ
ー
ク
ル
が
汗
助

し
て
０
，
ま
す
．

祝
，
と
な
り
片
Π
縁
●
人
■
．

町
づ
く
０
ヤ
ン
タ
ー
所
長
■

い
る
一Ｆ
中
ン
ス
タ
ー
ズ
等
の

な
ュ
■^
●
．
カ
ラ
オ
ケ
．
ビ

ン
ゴ
ケ
ー
ム
で
■
，
上
が
，

一
，
と
，
●
七
稟
め
た
式
共

で
あ
ら

た
。

ま
た
．
８
日
に
は
行
事
の

一
■
と
し
て
日
帰
り
ｉ
行
を

丼
し
み
．
泊
意
義
な
記
念
事

■
で
あ

っ
た
．

一具
に
は
古
賀
青
ｔ
会
会
工

に
は
記
念
写
真
準
ま
で
■

つ

て
●
さ
本
当
に
あ
り
，
と
う

ご
Ｆ

ｔ
咸
―
・た
．

受賞おめでとう
札幌市長の感謝ボと情口中央町内会連合会の町迪会長の表彰よお 氏

に贈呈されました。

なお、 3氏とも清田中央地区の地域の発展に大きく貢献されました。

清田団
'直

元町町内会
前会長 柏 崎 武 敏 氏

自
己
紹
介
．
ヽ
１
年
生
も
百

会
卓
の
お
友
産
も
●
手
に
お

語
す
る
●
が
で
き
ま
し
た
．

ジ

ェ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
．
●

■
年
の
お
兄

さ
ん
お
“
さ

ん
の
話
を
上

く
聞
い
て

一

つ
　
．　
つ
　
の

ケ
ー
ム
も
楽

ｔ
ム
ま
し
た
．

オ
オ
カ
ミ
・́ハヽ

ん
今
●
サ
．

■
獣
“
う
に

い
こ
う
よ
．

バ
ネ
ル
ダ
ー

ム
．　
．ン

一ヽ　
二

ア
リ
ー
ダ
ー

が
考
え
て
く

れ
た
ゲ
ー
ム
で
す
。　
　
　
　
　
一

次
の
行
事
は
ラ
ジ
オ
体
ｉ
二

夏
祭
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
一

営
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
■

氏

,

感 謝 状

坪 五  昇 を

._.,、ヽ●,,,,■ 1̈1■t

tξ:bュ・●油`“・
.う,=ヽ●

“

,・ ,ヽ●■●

..,.′ く`●
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一万

清田第五町内会
前会長 刑 部 紀氏

_ _  |=■
`.11●

|'t_1.
しんぇい西自治会
1ヽ会長 坪 坂   昇

当
ク
ラ
，
で
は
．
冬
二
あ

道
動
不
几
解
消
の
た
め
．
市

志
が
致
年
前
」Ｌ

か
ん
じ
ヽ

清
口
中
央
東
友
会

２５
周
年
記
念
式
典

｀

■ ヽ ■  |.

５
月
１２
日
今
年
度
初
の
行

普■

１
年
生
迎
え
る
会
に
新

ｌ
年
生
５
人
を
含
む
４４
人
が

参
加
し
て
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
．
ジ
ヤ
ン
ケ
ン

列
車
の
ヶ
ｌ
ム
か
ら
始
ま
り

it )'\

-!-,llli '!l'-
i-'l: '

'''.;i#';


